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第 1 章では，蓄積フυ ログラム制御方式の電子交換機の現状を述べ，通信網における交換処理を情報
理論的に検討することの必要性を指摘して，本研究の目的と意義とを明らかにしている。
第 2 章では，比較的複雑な処理を要求される，加入者線交換機における交換処理を対象として，交
換機の取り扱う情報と処理との関係を定式化している。
この検討に際して，交換処理動作に関してある不確定なエントロビーが存在し，外部から与えられ
る情報を入力として交換処理を実行する乙とによってこのエントロビーが減少する過程が交換処理で
あるという新しい交換処理の見方を導入している。更に，この見方に従えば，交換処理過程の分析が
統一的に実行できることを示して，交換機制御系の各種の設計パラメタを導出している。
第 3 章では，交換機に接続される端末機器側に交換制御機能を分散する場合の交換処理を分析して
いる。ここでも，端末側で発生した情報は発生の場所で処理し，端末と交換機とは確定的情報の授受
を行うという明確な制御機能の分担原理を提示している。乙の解析の結果，比較的小規模の処理機能
を端末機器側に付与することによって，交換機側の取り扱うべき情報量と処理機能が共に大幅に減少
することを理論的に明確にしている。更に，乙のような処理機能の分散化が，通信網のサービス機能
の向上にも，きわめて効果的であることを指摘している口
第 4 章では，大量の情報の取り扱いを要求される中継交換階梯における局間信号処理方式を対象と
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し，状態選移モデルを用いて，個別および共通線信号方式における信号処理の問題を情報理論的見地か
ら解析している。この解析の結果にもとづいて，アナログおよびディジタル通信網における局間信号処
理過程を定式化する手法を示し，各種の評価パラメタを明らかにするとともに，共通線信号方式の適用
領域についても見通しを与えている。
第 5 章では，各章で得られた研究成果を概括し，本研究の新規性をとりまとめて示すとともに，研究
目標の達成範囲と研究成果の有効性を述べている口
輪文の審査結果の要旨
通信網の多様化と機能の高度化に伴い，通信網の重要な要素である交換処理機能のありかたは非常に
重要な問題となっている。また，一方では，情報処理のハードウェア技術乙とに LSI 技術の急速な発
展に伴って，従来の交換制御技術の考え方に批判的に再検討を加える必要があることも漸く認識されつ
つある。本論文は，乙のような状況のもとで，交換処理の問題を統一的に検討するために情報理論的手
法を導入し，回線交換機能，交換機能と端末機能との処理機能分担および中継段における局間信号方式
などに具体的に適用を試みることによって，多くの新しい知見を得ているが，その主なものは，次のよ
うに要約される。
(1) 加入者線交換機を中心として，制御機能の処理能力評価を定量化するために相対エントロビーの概
念の導入が有効であることを提唱し，各種の処理能力評価に関するパラメタを新たに定義して，蓄積
プログラム制御における処理能力評価の指針を与えている。
(2) 従来，常識的には認められていたが，理論的根拠が必ずしも明確ではなかった端末機器と加入者線
交換機との間での処理機能分散の問題を前章に導入した概念に従って定式化し，端末機器への処理機
能分散が極めて有効であることを示すと共に，その評価基準を定量的に明らかにしている。
(3) 中継局間信号処理に関連する情報処理量の尺度を導入し，通信網のディジタル化とともに問題にな
ってきている，共通線信号方式の評価基準に理論的根拠を与えることによって，将来の局間信号方式
のありかたを明確にしている。また，局間信号方式が，単に信号授受の方式i乙限らず，網制御・デー
タベースアクセス等に拡張できることを指摘している。
以上のように本論文は，蓄積プログラム制御形電子交換方式の評価に関し，新しい情報理論的見方に
もとづく統一的且つ定量的な評価手法を提案するとともに，この手法を実際の交換システムに適用して
具体的な設計基準を与えるなど多くの重要な新知見を含み，通信工学並びに情報処理工学に寄与する所
が極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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